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新
人
巫
女
さ
ん
五
人
迎
え
て

延
喜
式
内
林
神
社
元
旦
祭

粉
雪
の
ち
ら

つ
く
中
、
今
年

も
歳
旦
祭
が
午

前
五
時
よ
り
、

延
喜
式
内
林
神

社
に
於
い
て
厳

粛
に
齋
行
さ
れ

ま
し
た
。

神
職
の
祝
詞

奏
上
に
続
い
て

開
田
環
美
さ
ん

（

秋
さ
ん
方
）

林

由
来

さ
ん

（
た
み
子
さ
ん

と

の
お
二
人
に
、
一品

校
生
に
な
ら
れ
た
林
ひ

と
み
さ
ん

（菊
造
さ
ん
方
）
開
田
美
保
さ
ん

（
勇
さ

ん
方
）
齋
藤
奈
緒
さ
ん

（富
美
子
さ
ん
方
）
林
亜
佑
美

さ
ん

（埜

子^
さ
ん
方
）
齋
藤
玲
奈
さ
ん

（昇
ル小さ
ん

と

ら
五
人
の
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え

た
七
人
の
巫
女
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て

浦
安
の
舞
が

奉
奏
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
今
年

古
希
、
還
暦
、

初
老
、
厄
年

を
迎
え
た
方

々
な
ど
が
参

列
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
願

い
を
込
め
て

玉
串
を
奉
箕

さ
れ
ま
し
た
。

ご
芳
名
は

以
下
の
通
り

で
す
。

二
十
五
歳

高
畠
大
輔
さ
ん
　
林
　
壮
挙
さ
ん

初
　
　
老

高
畠
伸
明
さ
ん
　
一局
畠
誠
市
さ
ん

理還
　
暦

開
田
俊
明
さ
ん
　
坂
東
　
博
さ
ん

八
田

一
郎
さ
ん
　
八
田
員
三
さ
ん

林
　
秀
和
さ
ん

古
　
希

齋
藤
太
佐
雄
さ
ん
　
林
　
勉

一
さ
ん

武
部
幹
夫
さ
ん
　
　
開
田
紀
子
さ
ん

林
　
愛
行
さ
ん
　
　
武
部
律
子
さ
ん

童
［　
寿

林
　
久
子
さ
ん

∩
８

齋
藤
ユ
キ
さ
ん

口
囲
目
田
国
５

栴
檀
野
校
下
の
強
い
反

発
で
難
産
だ

っ
た
庄
東
小

学
校
。
ど
う
や
ら
誕
生
し

た
の
は
、
今
か
ら
二
十
七

年
前
の
昭
和
五
十
七
年
の

こ
と
で
し
た
。
翌
年
梅
檀

野
、
栴
檀
山
な
ど
の
遠
距

離
通
学
の
子
供
達
の
た
め

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

荷
台
に
子
供
達
を
満
載

し
て
山
道
を
走
る
ト
ラ
ッ

ク
。
今
で
は
と
て
も
見
る

こ
と
の
出
来
な
い
風
景
。
昭
和
三
十
年
代
、
統
合
前
の

栴
檀
山
小
学
校
で
の
懐
か
し
い

一
枚
で
す
。

会
員
の
慶
弔

慶
事武

部
由
美
子
　
様

砺
波
市
学
校
教
育
功
労
者
表
彰

ｚ

酔

妻

雅

輻

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
　

（
一
月
二
十
四
日
）

弔
事齋

藤
　
浪
子
　
様

一
月
三
日
死
去

享
年
数
え
年
八
十
二
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

公
立
名
で
伝
続
行
事
左
義
長

平
安
時
代
、
清
涼

殿
の
東
庭
で
青
竹
を

東
ね
て
立
て
毬
杖
三

本
を
結
び
、
そ
の
上

に
扇
子
や
短
冊
な
ど

を
添
え
、
陰
陽
師
が

謡
い
は
や
し
な
が
ら

こ
れ
を
焼
い
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
る

左
義
長
が
、
今
年
も

公
文
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
来
は
小
正
月

（正
月
十
五
日
）
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
が
、
近
年
は
成
人
式
前
後
の
連
休
を
利
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
今
年
は
十

一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
常
会

役
員
を
中
心
に
早
く
か
ら
藁
、
廃
材
、
孟
宗
竹
な
ど
の

材
料
を
集
め
櫓
に
く
み
上
げ
た
左
義
長
に
、
夕
刻
五
時

過
ぎ
点
火
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
達
が
書
道
の
上
達

を
願

っ
て
、
火
中
に
投
じ

た
書
き
初
め
が
天
高
く
舞

い
上
が
り
ま
し
た
。
左
義

長
の
火
で
焼
い
た
餅
を
食

べ
る
と
そ
の
年
の
病
を
除

く
と
言
わ
れ
て
い
て
、
当

日
も
参
加
者
が
餅
や
芋
を

持
ち
寄
り
、
暖
を
取
り
な

が
ら
お
い
し
そ
う
に
賞
味

し
て
い
ま
し
た
。

林
　
甚
松
さ
ん

書
き
初
め

天
高
く

宏
継
岬
の

つヽ
た

惜
ｔ
ま
れ
て
村
が
物
き
に
ネ
の
葬

よ
　
え
渚
会
長
キ
１ヽ
〓
悼
み
マ

林
　
春
月
子

2月 行 事 ず

「

定 表

1日  光寿会定例役員会
10日  般老連・高齢者学級閉講式

記念講演会 (左に案内記事)

11日  頼成自治会総会
17日  光寿会役員研修会
18日  らんじょ浮世亭
25日  光寿会新旧合同役員会

般
老
連
高
齢
者
学
級
閉
講
式

・
記
念
講
演

講
師
　
法
縁
寺
住
職
　
稲
垣

　

一
映
　
師

演
題
　
命
の
リ
レ
ー

ニ
月
十
日
午
後
二
時
　
般
若
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー



決 霧 ユ つ

1月 14日 早朝、庄川に濃

い霧が立ちこめました。

零下になつた気温で川

面が急速に冷やされた

ためです。

上流から下流まで

川の流れに沿つて一面

に霧の立ちこめる光景

はとても幻想的な眺め

でした。

坂
東
博
さ
ん
が
講
演

砺
波
市
教
育
大
会
で

今
年
度
の
砺
波
市
教
育

大
会
が

一
月
二
十
四
日
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

頼
成
出
身
の
坂
東
博
さ
ん

（当
会
会
員
坂
東
千
寿
子
さ
ん
ご

子
ａ

が

「空
気
は
め
ぐ
る
？

―
大
気
の
汚
染
か
ら
地
球

の
温
暖
化
ま
で
―
知

っ
て

い
る
よ
う
で
知
ら
な
か

っ

た
身
近
な
大
気
の
話
」

と

い
う
演
題
で
記
念
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。

坂
東
さ
ん
は
般
若
小
学

校
か
ら
富
山
大
学
附
属
中

学
校

・
富
山
中
部
高
等
学

校
を
経
て
東
京
大
学
に
進

学
さ
れ
、
同
大
大
学
院
に

進
ん
で
理
学
博
士
号
を
取

得
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
国
立
公
害
研
究

所
を
経
て
、
現
在
は
大
阪

府
立
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
教
授
を
勤
め
て
お
ら

れ
ま
す
。

大
学
で
は
今
世
界
的
な

問
題
と
な

っ
て
い
る
環

境
、
特
に
大
気
中
で
の

物
質
の
動
態
に
関
す
る

研
究
を
行

っ
て
い

ら

っ

し
や
い
ま
す
。

笑 いに来て
ください。

仏説阿弥陀経
の書写は午後 1

時半からです。
読経練習だけ

のご参加も歓迎
します。

丑年の初めての浮世亭。互いに賀詞を
交わした後、新春お楽しみ大会が開催
されました。

い か る ぎ

〃 オ 砺
波
広
域
圏
消
防
本
部
庄
東
出
張
所
の

一
月
末
現
在

の
現
場
の
様
子
で
す
。
お
お
よ
そ
の
骨
格
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。

下
の
写
真
は
来
年
四
月
の
供
用
開
始
を
目
指
す
砺
波

東
バ
イ
パ
ス
砺
波
野
大
橋
の
頼
成
側
取
付
口
工
事
の

一

月
末
現
在
の
様
子
で
す
。

今
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど
前
、
ア
メ
リ
カ
で
社
会
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
た

一
冊
の
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

Ｈ

・
Ｂ

・
ス
ト
ウ

（
一
八

一
一
～
九
六
年
）
と
い
う
女
性

が
書
い
た

「ア
ン
ク
ル

・
ト
ム
ズ

。
ケ
ビ
ン
」
で
す
。

ト
ム
と
い
う

一
人
の
黒
人
奴
隷
の
悲
惨
な
生
活
の
あ
り

さ
ま
を
鮮
烈
に
描
い
て
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
奴

隷
解
放
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

出
版
後
ま
も
な
く
、
奴
隷
制
度
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
南
部
と

そ
れ
に
反
発
す
る
北
部
と
の
間
に
南
北
戦
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。

リ
ン
カ
ー
ン
が
率
い
る
北
部
側
が
勝
利
し
て
黒
人
が
奴
隷
の
身

分
か
ら
解
放
さ
れ
は
し
ま
し
た
が
、
以
後
も
現
在
に
至
る
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
に
は
依
然
と
し
て
根
強
い
黒
人
差
別
感
情
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
で
初
の
黒
人

２
し
く
は
ア
フ

リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
）
の
大
統
領
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
第
四
十
四

代
バ
ラ
ク

・
オ
バ
マ
。
ま
さ
に
後
世
の
歴
史
に
残
る
大
事
件
と
言

え
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
集
ま
っ
た
二
百
万
人
の
大
群
衆
と
と
も

に
、
私
た
ち
も
ま
た
テ
レ
ビ
の
生
放
送
で
そ
の
歴
史
的
瞬
間
に
立

ち
会
う
好
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
高
揚
感
み
な
ぎ
る
ア
メ
リ
カ
に

比
べ
て
わ
が
日
本
は

‥
‥
‥
‥
。
な
ど
と
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
ず
、
来

る
べ
き
総
選
挙
で
は
し
っ
か
り
と
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

ジャンケンチャンピオンで気分をほぐしたあ
とこ」の福笑いで大笑いをしました。続いて風 |

今回新登場のペタンコ (ペタンクではありません)、 ア
興じ、ビンゴと福引きで今年の運試しをしまし|

午後の書写・朗誦の会では、昨年 「正信念仏 |

毎回、阿弥陀経を読経しますが、今回、初めてにも拘わらず皆さんとても上手に唱和されました。
次回は 2月 18日 (水)です 懐かしい三波伸介の『てんぶく実劇場」の上映を予定しています

[;"「募重iF影量,こ[:[][i営言IE卜曾言言藝31ョ皇層孤■月●I
互いに学び合い、冒頭の部分七十字あまりを書写しました。
毎回、阿弥陀経を読経しますが、今回、初めてにも拘わらず皆さんとても上手に唱和されました。


